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  2015 年2 月 25～26 日および 3 月 2～5 日に、福島県および北塩原村における風評被害の状況変化に関する追跡聞

































このツアーはモニターツアーとして、9 月 28 日に「裏磐梯エコツーリズムカレッジ」との共催の公民館支援事業
として実施された。参加者はチラシで事前募集された北塩原村の住民と勤務者の計6名であった。ツアーのガイドは














立 教Ｓ ＦＲ －プ 共同 －報告  
研究【経過・成果】の概要 つづき  
 
④北塩原村住民を対象とした意識調査（研究D） 









桧原地区 33％、大塩地区 23％とこれら 3 地区が大部分を占めており、職業については多岐に渡るものの、農林漁










・「他者依頼因子（行政や他の熱心な人々に地域の問題解決を任せようとする態度）」：M＝13.9、SD＝2.8   
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